指導のポイント
指導のポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・デジタル革命とは何かを理解させる。
・e-readerとは何かを認識させる。
・電子書籍が紙の本に取って代わると思うか，またなぜそう思うのか考えさせる。
・筆者の考えとその理由を理解させる。
・デジタル化した社会の中で，アナログの長所についても考えさせるきっかけにする。
	1時間目
	パラグラフ １～３（pp. 102-103）

	指導のポイント
	・文構成を意識して読むよう指導する。
導入 → 主題の提示 → 筆者の考え → 理由 → 結論
・e-readerとはどのようなものかを認識させる。
・紙の本がなくならないと思う１つ目の理由を理解させる。

	主な言語材料
	・付帯状況のwith ～
・turn to ～
・add A to B
・関係代名詞の非制限用法
・in half
・unlike ～
・in other words

	2時間目
	パラグラフ ４～５, True or False?（p. 103）

	指導のポイント
	・文構成を意識して読むよう指導する。
理由→結論
・紙の本がなくならないと思う２つ目の理由を理解させる。
・結論を読み取らせる。

	主な言語材料
	・otherwise
・hang onto ～
・all the + 比較級
・It ～ that …（強調構文）
・A is not to say[suggest] that ～
・形式目的語
・at least
・for the time being
・no doubt
・whether A or B
・of choice

	3時間目
	Comprehension （pp.104-105）

	指導のポイント
	・何となくではなく，はっきりした根拠をもって解答するように指導する。
・主題は，第１パラグラフと最後のパラグラフを読んで判断するように指導する。この課は最後に結論を述べる構成になっている。
・空所補充問題は，内容と文法両面から考えて解くように指導する。

	主な言語材料
	A

・out of fashion
C

・不定詞の意味上の主語

	4時間目
	Exercise, Activity（pp.106-107）

	指導のポイント
	・品詞の重要性を認識させるとともに，品詞の変化に慣れさせる。
・リスニングはフレーズごとに聞き取る練習をさせる。長くて聞き取りが難しい文はフレーズごとに止めて聞き取らせるなど，生徒の状況に応じて工夫する。

	主な言語材料
	Activity Script（p.151）

・help to do
・in the long run


